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は じ め に

ヨ ー ロ ッ パ で の 施設 園 芸 で 天 敵 農 薬 を 主 体 に し た
IPM 体 系 を 進 め る う え で， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は
現在 キ ーペ ス ト と な っ て い る 。 天敵主体の 防除 を 実行す
る と き に ， 化学農薬 と の組み合わ せ を考 え る 必要があ る
が， コ ナ ジ ラ ミ ， ア ブラ ム シ， ハ ダニ と 異 なり， ミ カ ン
キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ では 有効 な選択的殺虫剤が見 当 た ら な
い こ と が問題で あ る 。 す な わ ち 化学薬剤 に よ る 補正散布
も 困難 に し て い る 。 幸い多年の研究成果 に よ り， 天敵農
薬に よ る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 防除体系が確立 さ れ
て き た。

歴史的 な流れ を振り返 っ て み る の も 意義 あ る も の と 考
え る の で， 次節の製品紹介 も 含め ふ れて み た い。 過去 ヨ
ー ロ ツ パの野菜花 き 栽培 で は Thriþs tabaâ ( ネ ギ ア ザ
ミ ウ マ ) と Thriþs fuscψennzs の 2 穫の ア ザ ミ ウ マ が問

題であ っ た 。 天敵 に よ る 防除が始 ま っ て い た が， 薬剤 に
よ る 防除 も 比較的容易 で あ っ た こ と か ら ， ア ザ ミ ウ マ類
で は Amblyseius barkeri と Amblyseius cucumeris な ど
のカプリダニ類が取り上 げ ら れ て い た も の の ， 本格的使
用 に は至 ら な かっ た。

図 - 1 A mblyseius cucume円s の ノマ ッ ク 製剤l

パ ッ ク 内 の湿度 を保つ こ と で， A .  cucumeris は コ ナ

ダニ を摂取 し な がら増殖で き る .

Biological Control of Western Flower Thrips. -Focusing on 

European Situation- By Yukio HIRAOKA 
( キ ー ワ ー ド : ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， 海外の事例， ヨ ー ロ ツ

パ， 生 物 的防除)

と こ ろ が， 1983 年 に ア メ リカ よ り Frankliniella oc 
âdeηtalis ( ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ) が侵入 し て 来 る

に 至り， 優占種が置 き 替わ っ た 。 さ ら に 当 時ア メ リカで
は輸入ピーマ ン に 農薬残留 ゼ ロ ト レ ラ ン ス の規制 を敷い
た た め ， 従来使わ れ て い た薬剤が使用で き な く なり， 急
速に 天敵利用が広が っ て い っ た 。

最近 は さ ら に生産物の差別化や， 化学農薬の総量削減
政策 も あ っ て 天敵利用の研究が進み， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ
ミ ウ マ は今や天敵 の み で防除可能 な 時代 と な っ た 。 特 に
ひ と と おり幼虫， 嫡， 成虫の 全 ス テ ー ジ に 対応で き る 製
剤が そ ろ っ た こ と も 大 き い 。 そ の 中 で現在 は 主 に Amb­
lyseius 属 2 種 と ， Grius 属 3 種が主 に 使用 さ れて い る 。

I 生物的防除に用 い ら れ る 天敵製剤

1 Amblyseius 属 カ ブ リ ダ ニ 類

ア ザ ミ ウ マ類の天敵農薬 と し て は最 も 古 く か ら 使 わ れ
て い る 。 こ の カ プリダニ は ア ザ ミ ウ マ 同様作物のす き 間
の部分 に 入 る 性質があり， 特別 に 探索行動 を と ら ず と も
ア ザ ミ ウ マ に 出 会 う こ と が で き る 。 発生初期 に 放飼す る
必要があ る 。

製造販売会社 : Koppert， BCP， Novartis， Bunting， 
S aut巴r und S tepper ( ド イ ツ )
• Amblyseius barkeri : 1981�90 年 に 販 売 さ れ， 86 

年か ら は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に も 使用 さ れた 。 し か
し 次穫 に 比べ， 捕食能力 が低 い こ と ， 高 湿 度 を 必 要 と
し ， キ ュ ウリで し か有効 な結果が得 ら れな い こ と ， 冬場
は非休眠性で働かな い こ と な どか ら ， 製造時の次種 と の
汚染 も 考 え販売 は 中止 に な っ た。
• Amblyseius cucumeris : 1978 年オ ラ ン ダの Ramar­

k巴rs に よ り研究が進 め ら れ， 85 年発売以来今 日 ま で ミ
カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の主 要天敵製剤 と し て使用 さ れて
い る 。 現在の 推定 使用面積 は 4 ， 000 ha。 ア ザ ミ ウ マ 類
の ふ化�1 齢幼虫 を 捕食す る 。 ほ かに ハ ダニ科， コ ナ ダ
ニ科や蜜 ・ 花粉 も 摂食す る 。 現在の製品 に は キ ャ リヤー
と し て パ ー ミ キ ュ ラ イ ト と ソ パガ ラ な どが使 わ れ， 餌 と
し て コ ナ ダニが含 ま れ て い る 。 プラ ボ ト ル入り と ， 紙ノf

ツ ク入りがあり， 状況 に よ り使 い 分 け る 。 対象作物 は キ
ュ ウリ， ピーマ ン， 花 き な ど。 日 本で も ア ザ ミ ウ マ の天
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敵農薬第一号 と し て 期待 さ れて い る 。

• Amblyseius degenerans : 前種 に く ら べ低湿度 に 耐

性が あ る の で， 冬期 に も 強 く ， ま た非休眠性の た め早い

シ ー ズ ン か ら の 導入が可能であ る 。 捕食能力 は大で， 放

飼量 は 1�10 頭1m2 と 少 な く て済む。 ま た絶食状況 に対

し て も 耐性があ り ， 花粉の存在下で増殖す る こ と が可能

であ り ， 1 回 の導入で防除が可能であ る 。 導入時期 と し

て は着果前の開花中が適期。 た だ し薬剤に対 し て の感受

性が高 く ， 特 に 硫黄剤 の 影響 を 受 け や す い。 現在 500

ha に使用 さ れて お り ， 将来 は さ ら に 伸 び る も の と 恩 わ

れ る 。

• Amblysei，附 limonicus : 現在開発試験中で， 注 目 す

べ き は ア ザ ミ ウ マ類の 2 齢幼虫 ま で捕食す る こ と 。 た だ

し薬剤に対す る 感受性が高 い こ と も あ っ て か， 闘場での

効果 は不安定で， さ ら に検討が必要で あ る 。 植物 を 吸汁

す る の で， 日 本への導入 は 困難 と 思わ れ る 。

2 Orius 属ハナ カ メ ム シ類

• 1990 年 ご ろ か ら 実用 化 が進 ん だ。 特 に ミ カ ン キ イ

ロ ア ザ ミ ウ マ の よ う な ハ ナ ア ザ ミ ウ マ に対 し て は， 花 に

生息す る ハ ナ カ メ ム シ は有効 に働 く も の と 思わ れ る 。 ア

ザ ミ ウ マ の幼虫 の み な ら ず成虫 も 捕食す る 。 捕食 さ れた

ア ザ ミ ウ マ は吸汁 に よ り 萎縮す る の で判別で き る 。 地域

や季節 に よ り 利用 さ れ る 種類 は 異 な る が， Orius 属全体

で， ヨ ー ロ ッ パ， ア メ リ カ 合わ せ て 約 3 ， 000 ha に使用。

製造販売会社 : Koppert， BCP， Novartis Bunting， 

Biolab ( イ タ リ ア )

• Orius albidiPennis : 北 ア フ リ カ ・ カ ナ リ ア 諸島 ・

中東 に分布。 室 内 で は 高 い増殖率 を 示 し， ピ ー マ ン で は

有効 に 作用 す る が， そ の 他 の 作物上 で は 増殖が見 ら れ

ず， ヨ ー ロ ッ パ で は後述の種に切 り 替わ っ た 。 ア メ リ カ

では一部花 き で使用 さ れて い る 。

• Orius insidiosus : ア メ リ カ 大 陸， ハ ワ イ ， 西 イ ン

ド 諸島 に 分布。 ア メ リ カ で は Orius は本種の み 実 用 化

さ れ， ピ ー マ ン， キ ュ ウ リ に使わ れて い る (生産 は ヨ ー

ロ ツ ノ '\') 。 ヨ ー ロ ッ パ で は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が侵

入 し た 際， 開発の進ん でい る 本種 を 緊急的 に 導入 ・ 研究

がな さ れた 。 イ ギ リ ス を 除 き 前記作物の ほ か に ナ ス ， ガ

ーベ ラ ， メ ロ ン， イ チ ゴ に使用 さ れて い る 。 本種 は土着

の Orius が生殖休眠 に 入 る 10 月 中旬 に な っ て も 休眠 に

入 ら ず， 働 い て く れ る 0

・ Ori泊 laevigatus : そ の後 0. insidiosus と 平行 し て

土着 の優占種 も 検討がな さ れ， 実用化 さ れた。 南 ヨ ー ロ

ッ パ， イ ギ リ ス ， ア イ ル ラ ン ド ， 北 ア フ リ カ に分布。 ヨ

ー ロ ッ パ で最 も 多 く 使用 さ れて い る 。 ピ ー マ ン， ナ ス ，

ガ ー ベ ラ ， メ ロ ン， イ チ ゴ に 使用。 最低 日 長 10�1l 時

聞 で も 活動す る た め ， 早春か ら の導入が可能 で あ る 。

• Orius majusculus : 前種 と 同 じ く ヨ ー ロ ツ ノ f土着種

の 中 か ら 選 ばれた。 ユ ー ラ シ ア大陸な ど の 旧北亜区 に 分

布。 イ ギ リ ス で の Orius は 本 種 の み使用 し て い る 。 活

動 に は最低 日 長 16 時間 を 必要 と す る た め ， 春先 に は 使

え な い 。 し た が っ て Orius insidiosus か Orius

laevigat附 と の組み合わ せ で使わ れ る こ と も あ る 。

3 糸状菌

Verticillium lecanii， Paecilomyces ルmososeus，

Beauveria bωsiana な ど に ア ザ ミ ウ マ に 寄生す る 系統が

存在す る が， 実際に は ほ と ん ど ア ザ ミ ウ マ 防除 に は使わ

れて い な い。

• Verticillium lecanii : コ ナ ジ ラ ミ 防除用 の系統がア

ザ ミ ウ マ に副次的に効果 を 示 し ， ポ ッ ト 植 え の花 き に使

わ れ て い る (本製剤 の 約 5% ) 。 こ の 種 は 天敵昆虫 に 影

響がな い の で， 天敵の みの体系で， カ プ リ ダニ と ハ ナ カ

メ ム シ だ け で防除が う ま く い っ て い な い場合 に 補助的 に

併用 さ れて い る 。

4 Hypoaspis 属 ト ゲ ダ ニ 類

Hyþaゆis は 土 壌 中 に 生患 し ， 土壌害 虫 や キ ノ コ パ エ

幼虫， ア ザ ミ ウ マ類の嫡 を捕食す る 。 土耕で利用 さ れて

い る o

• Hyþoaゆis miles : キ ノ コ ノ て エ 幼 虫 防 除 が 主 対 象 だ

が， ア ザ ミ ウ マ の婦 を副次的 に 防除す る 。 花 き 栽培が中

心で， 本剤の使用量は全対象合わ せ て 約 4 ， OOO ha であ る 。

• H)φoaゅis acule俳r : 前種 に比べ捕食範囲 も 広 く ，

ユ リ の ネ ダニ や各種土壌害虫 の幼虫 を捕食す る 。 生存期

間 も よ り 長 く ， 前記 3 種のア ザ ミ ウ マ 防除に も 有効であ る 。

E 使 用 実 態 例

オ ラ ン ダ Koppert 社では， 天敵利用 に よ る IPM 体系

防除 を促進す る た め ， 作物 ご と に独 自 の シ ス テ ム を構築

し， 生産者の ガ イ ド ラ イ ン に し て い る 。

• Amblysei，附 cucume市 の 使 用 法 : 製剤 に は 餌 と し

て コ ナ ダニ の仲間が入れ ら れて い る が， ぴん入 り の も の

は葉上か ロ ッ ク ウ ー ル上 に ま と め て放飼す る 。 コ ナ ダニ

は乾燥 に 弱 い た め い ずれ死滅 し， カ プ リ ダニ は餌 を 求 め

て拡散 し て い く 。 生産者 は省力化の た め プ ロ ウ ア ー に よ

る 散布 も 試み て い る 。 一方， 作物 に つ る す紙ノ f ッ ク 入 り

の も の は， サ イ ズ や脱出 口 を工夫す る こ と に よ り ， コ ナ

ダニ の生存の た め湿度 を保つ よ う に し て ， 害虫 の発生以

前か ら も 導入 を 可能 に す る と と も に ， パ ッ ク 内 での増殖

がハ ウ ス 内 で進行す る よ う に な り ， 総放飼量 は 飛躍的 に

増加 し て い る 。

・ 花 き での体系防除 : 切 り 花用パ ラ で は H沙oasþis の
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表 - 1 実用化 さ れた ア ザ ミ ウ マ類の天敵農薬一覧表

学 名 和 名 実用化年次 備 考

Amblyseius barkeri ノ fー ケ リ カ プ リ ダニ 1986 次種に 劣 り 販売中止

Amlbyseius ωcumeris ク ク メ リ ス カ プ リ ダニ 1986 齢幼虫 を 捕食

Amblyseius degenerans デ ジ ェ ネ ラ ン ス カ プ リ ダニ 1994 乾燥 に 強 い 、 薬剤感受性 は 大

Amblyseius limonicus リ モ ニ カ ス カ プ リ ダニ 1998 捕食能力高 い， 2 齢幼虫 ま で捕食

Orius albidipennis ア ノレ ピ デ ィ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 1992 現在 は ミ カ ン キ イ ロ 用 に は使わ れ て い な い

Orius ansidiom日 シ ノ ピ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 1990 主 と し て ア メ リ カ

Orius laevigatzι ツ ル ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 1992 ヨ ー ロ ツ パでの 主要利用種

Orius majusculus オ オ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 1991 イ キ リ ス は本種 の み

Orius sauteri ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 一 日 本で開発中

Verticillium lecanii レ カ ニ カ ピ 1989 コ ナ ジ ラ ミ 主対象

H)少oasþis miles ミ レ ス ト ゲ ダニ 1994 キ ノ コ ノ fエ幼虫 な どが対象

Hyþoaゅis aculeifer ス リ ッ プス ト ゲ ダニ 1996 花 き の ア ザ ミ ウ マ 類， キ ノ コ パエ類

お 陰 で IPM が 進 ん だ。 ア ザ ミ ウ マ が 最 重 要 で，

Hypoa併 と Amblyseius の 組 み 合 わ せ で幼虫 と 嫡 を 防

除で き る ( さ ら に Amblyseius limonicus が実用化 さ れ

れば 2 齢幼虫 ま でい け る し， 葉 の 中 の組織中 の卵 を 除 い

て 防除が可能 に な る ) 0 Orius は パ ラ を 好 ま な い。 ア ザ

ミ ウ マ が多発 し て し ま っ た ら 薬剤 に よ り 補正散布 を 行

う 。 ピ レ ス ロ イ ド 剤 は 天敵への影響が大 き す ぎ る の で使

用 し な い。

皿 新 た な害虫 Echinothrips americαnus 

に つ い て

最近 ア メ リ カ よ り ヨ ー ロ ッ パへ侵入 し， IPM 体系 を

進め る に 当 た り ピ ー マ ン， 花 き で問題化 し て き た 。 植物

の下部の古い葉 を好み， 銀色の食痕 を葉や果実 に つ け ，

被害がひ ど く な る と 葉 は黄化 し て 完全枯死す る (ハ タ命ニ

の被害 に酷似) 。 ア メ リ カ で は ピ ー マ ン， キ ュ ウ リ で発

生初期 に ア パ メ ク チ ン が有効で， 他の薬剤 は効果がな い

と い う 。 ま た Orius insidiosus に よ る 捕食 は見 ら れ る も

の の十分で は な い。 本虫の寄生部位が主 に下部 な の で，

植物の上部 に 寄生 す る Orius や Amblyseius で は効果が

発 揮 し に く い と 恩 わ れ る 。 ヨ ー ロ ッ パ で は Orius

limonicus な ど の評価 を 開始 し て い る 。

IV 日 本での開発状況

当初 は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ を対象 に研究開発が進

め ら れた が， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の侵入 と と も に両

対象 に 試験が進 め ら れ て い る 。 Amblyseius cucumeris 

の 製 剤 は ナ ス ， キ ュ ウ リ ， イ チ ゴ の ア ザ ミ ウ マ 類 に

50�lOO 頭1m2 で登録 ( の 見 込 み ) 。 さ ら に Amblyseius

degenerans が同一作物で試験 中 で あ る 。 ま た Orius 属

の 中 で， 土着の Orius sauteri が ナ ス ， キ ュ ウ リ ， ピ ー

マ ン で好結果が得 ら れて お り ， 近い将来の実用化が期待

さ れ る 。

お わ り に

ヨ ー ロ ッ パ での ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は天敵利用 に

よ る IPM 体系が確立 し た こ と に よ り ， 防 除 に と っ て も

はや難防除害虫 で は な く な り つ つ あ る 。 そ の背景 に 触れ

る と ， 飲料水 と し て の地下水汚染がわ が国以上 に 深刻 な

ヨ ー ロ ッ パ大陸での化学物質の使用制 限問題， EU 統合

に よ る 生産物の よ り 一層の差別化， さ ら に 有効 な 天敵の

発見か ら 実用化 ま でが き わ め て短期間， と い う こ と が挙

げ ら れ る 。 オ ラ ン ダ 中 央青果競売市場協会 (CBT) が

採用 し て い る バ タ フ ラ イ マ ー ク も 普遍化 し す ぎ， ま た そ

の基準 も あ い ま い に な り ， CBT が他の協会 と 一体化 し

て グ リ ー ナ リ ー ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル と な っ て か ら は，

も っ ぱ ら 生産者 団体 に よ る 独 自 の 基準 に よ る プ ラ ン ド

Gartenfrisch と か Tasty Tom な ど が登場 し て き て い

る 。 こ の よ う に ま す ま す安全性 を 求 め る 姿勢がア ザ ミ ウ

マ 防除の例 に つ な が っ て き た と い え る 。 わ が 国 で も 前記

の製剤 の ほ か に 数種の天敵 の研究が進 め ら れて い る 。 近

い将来 こ れ ら が戦力 に加わ る こ と を期待 し た い。
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